
石川県立美術館だより
第445号 令和2年11月1日発行

■ 就任ご挨拶（館長 青柳正規）

■ 特別陳列 加賀藩の美術工芸Ⅱ
【前田育徳会尊經閣文庫分館】

■ 特別陳列 きらめく美
北陸ゆかりの截

きり

金
かね

作家たち【近現代工芸】

■ 石川の文化財Ⅱ【古美術】

■ 人物画の世界【近現代絵画】

■ 優品選【近現代絵画・彫刻】

  11月前半の展覧会

  11月の行事予定

  アラカルト  ただいま展示中

前大峰《沈金花壇文飾筥》

ー「いしかわの工芸  文化の深み  ～わざの美  表現の美～」よりー

青柳正規館長

企画展 いしかわの工芸　文化の深み　～わざの美　表現の美～
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【
文
化
勲
章
受
章
者
】
板
谷
波
山
、
松
田
権
六
、
蓮
田
修
吾
郎
、
二
代
浅
蔵
五
十
吉
、
十
代
大
樋
長
左
衛
門
（
陶
冶
斎
）

【
日
本
芸
術
院
会
員
】
富
本
憲
吉
、
高
村
豊
周
、
佐
治
賢
使
、
三
谷
吾
一
、
武
腰
敏
昭

【
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
】

初
代
魚
住
為
楽
、
木
村
雨
山
、
前
大
峰
、
氷
見
晃
堂
、
赤
地
友
哉
、
隅
谷
正
峯
、
大
場
松
魚
、
寺
井
直
次
、
西
出
大
三
、

羽
田
登
喜
男
、
川
北
良
造
、
塩
多
慶
四
郎
、
三
代
德
田
八
十
吉
、
前
史
雄
、
吉
田
美
統
、
三
代
魚
住
為
楽
、
中
川
衛
、

小
森
邦
衞
、
中
野
孝
一
、
灰
外
達
夫
、
山
岸
一
男

※
肩
書
が
重
複
す
る
場
合
は
片
方
に
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

主な出品作家

就任ご挨拶
館長　青柳 正規

い
ま
か
ら
五
十
年
ほ
ど
昔
、
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ
大
学
に
留
学
し
て
い
た
と

き
、
ス
テ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
美
術
館
と
い
う
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
市
立
美
術
館
を
訪
れ

る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
古
今
東
西
の
美
術
品
や
工
芸
品
が
と
こ
ろ
狭
し
と
な
ら

べ
て
あ
る
部
屋
を
い
く
つ
も
す
ぎ
る
と
江
戸
時
代
の
屏
風
や
漆
器
な
ど
と
と
も

に
何
十
点
も
の
甲
冑
が
展
示
さ
れ
て
い
る
部
屋
に
行
き
つ
い
た
。
そ
れ
ま
で
見

て
き
た
西
洋
の
甲
冑
は
防
御
を
目
的
と
す
る
徹
底
し
た
機
能
本
位
の
武
具
で
し

か
な
い
の
に
、
わ
が
国
の
甲
冑
は
工
芸
品
と
し
て
鑑
賞
す
る
に
耐
え
得
る
美
術

的
価
値
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
日
本
文
化
の
特
質
を
ふ
か
く
考
え
る
こ
と

は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
と
き
の
印
象
が
あ
ま
り
鮮
明
だ
っ
た
の
で
帰
国
の
折
に

は
甲
冑
に
駆
使
さ
れ
て
い
る
漆
芸
と
金
工
を
ぜ
ひ
見
る
こ
と
に
し
よ
う
、
そ
し

て
日
本
文
化
特
に
美
術
工
芸
の
こ
と
を
も
う
少
し
自
分
な
り
に
考
え
て
私
自
身

の
頭
の
な
か
に
あ
る
美
術
空
間
の
な
か
に
し
か
る
べ
き
位
置
づ
け
を
し
よ
う
と

心
に
決
め
た
。

留
学
を
終
え
て
一
年
以
上
が
た
っ
た
春
休
み
に
輪
島
に
出
か
け
た
。
い
く
つ

か
の
工
房
を
た
ず
ね
て
漆
芸
の
技
法
を
学
ぶ
と
同
時
に
、
会
食
用
の
漆
器
を
見

つ
け
る
た
め
で
あ
る
。
技
法
に
関
し
て
は
と
お
い
親
戚
が
岩
手
一
関
の
近
く
で

秀
衡
塗
り
を
作
っ
て
い
た
の
で
予
備
知
識
が
あ
っ
た
が
、
店
に
な
ら
ぶ
漆
器
の

種
類
の
ゆ
た
か
さ
に
は
圧
倒
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
濃
い
朱
塗
り

の
会
席
盆
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
た
が
、
当
時
の
わ
た
し
に
は
高
価
す
ぎ
て
迷
っ
て

い
る
と
店
の
主
人
が
こ
ち
ら
の
予
算
を
聞
い
て
き
た
。
正
直
に
話
す
と
新
品
は

無
理
だ
が
明
治
末
期
の
も
の
が
蔵
に
あ
る
の
で
そ
れ
を
塗
り
直
す
と
い
い
も
の

に
な
る
と
す
す
め
て
く
れ
た
。
二
、
三
ヶ
月
し
て
届
い
た
十
八
枚
の
会
席
盆
の
出

来
は
期
待
以
上
で
、
い
ま
で
も
正
月
な
ど
に
使
っ
て
い
る
。

こ
の
と
き
か
ら
工
芸
品
、
と
く
に
伝
統
的
な
技
法
で
作
ら
れ
る
工
芸
品
に
は

大
き
な
関
心
が
あ
り
、
な
ぜ
近
代
化
を
果
た
し
、
先
進
国
の
仲
間
入
り
を
し
た
日

本
に
伝
統
工
芸
が
い
ま
で
も
し
っ
か
り
残
っ
て
い
る
の
か
を
日
本
文
化
の
中
核

に
お
い
て
少
し
ず
つ
考
え
て
き
た
。
こ
の
た
び
石
川
県
立
美
術
館
で
仕
事
が
で

き
る
こ
と
を
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
、
こ
の
機
会
に
伝
統
工
芸
を
中
心
と
す
る

日
本
文
化
を
し
っ
か
り
研
究
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
五
十
年
近
く
昔
の
出
会

い
以
来
の
不
思
議
な
え
に
し
を
感
じ
て
い
る
。

十代大樋長左衛門（陶冶斎）《輪花「花器」》
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美
術
館
は
絵
を
見
る
と
こ
ろ
、
そ
ん
な
風
に
思
っ
て
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
全
国
に
は

地
域
独
自
の
文
化
を
守
っ
て
い
る
美
術
館
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
絵
画
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
作
品
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
石
川
県
立
美
術
館
の
大
き
な
特
色
の
ひ

と
つ
が
、
工
芸
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

石
川
県
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
工
芸

の
豊
か
な
土
壌
が
あ
り
、
そ
の
土
壌
に
深
く
根
付
い
た
文
化

が
あ
り
ま
す
。
当
館
は
、
石
川
の
文
化
の
結
晶
で
あ
る
地
域
ゆ

か
り
の
作
家
の
作
品
や
、
縁
あ
っ
て
こ
の
地
に
集
っ
た
工
芸

作
品
を
六
十
一
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
収
集
・
保
存
し
て
き

ま
し
た
。
ど
ん
な
時
代
で
も
、
こ
の
石
川
の
地
で
作
り
続
け
ら

れ
て
き
た
工
芸
が
あ
り
ま
す
。
厳
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
文

化
の
灯
を
絶
や
さ
な
い
。
そ
ん
な
思
い
で
い
ま
、
石
川
の
工
芸

を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

第
一
章
「
秋
冬
風
景
」
は
、
季
節
に
合
わ
せ
た
作
品
を
選
び
、

日
本
の
風
土
に
寄
り
添
う
工
芸
の
あ
り
方
を
感
じ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
第
二
章
「
わ
ざ
の
美
」
は
、
日
本
伝
統
工
芸
展
で
活
躍

し
た
作
家
を
中
心
と
し
、
伝
統
の
わ
ざ
と
現
代
的
な
感
性
が

融
合
し
た
工
芸
の
美
を
、
第
三
章
「
表
現
の
美
」
は
、
日
展
を
中

心
に
活
躍
し
た
作
家
の
作
品
か
ら
、
自
己
の
想
像
力
と
工
芸

素
材
の
相
剋
に
よ
る
表
現
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

石
川
の
工
芸
を
代
表
す
る
作
家
や
、
縁
あ
っ
て
当
館
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
加
わ
っ
た
作
家
な
ど
、
総
勢
八
十
六
名
に
よ
る

展
示
作
品
九
十
三
点
の
う
ち
に
は
、
近
現
代
工
芸
分
野
の
日

本
芸
術
院
会
員
（
前
身
の
帝
国
美
術
院
会
員
を
含
む
）
十
四
名

と
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝
）
三
十

七
名
の
作
品
が
含
ま
れ
ま
す
。
工
芸
の
世
界
を
通
し
て
、
石
川

の
文
化
の
深
み
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◆
観
覧
料

一　

般
：
六
〇
〇
円
（
五
〇
〇
円
）

大
学
生
：
五
〇
〇
円
（
四
〇
〇
円
）　

高
校
生
以
下
無
料

※ （　
）
内
は
、
二
十
名
以
上
の
団
体
料
金
。
当
館
友
の
会
会

員
と
六
十
五
歳
以
上
の
方
は
団
体
料
金
に
割
引
。

大場松魚《平文輪彩箱》

今
回
の
展
示
作
品
の
中
に
は
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
飾
る
た
め
だ
け
に
作
ら
れ
た
も
の
も
あ
り

ま
す
。
現
代
に
お
い
て
展
覧
会
に
出
品
す
る
た
め
に
作
ら
れ
る
よ
う
な
工
芸
作
品
の
多
く
は
、
鑑
賞
に
主
眼
を
お
い
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
な
か
に
は
、
彫
刻
と
の
線
引
き
が
難
し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
何
を
も
っ

て
工
芸
と
す
る
の
か
。
現
代
に
お
け
る
そ
の
定
義
は
、
悩
ま
し
い
問
題
で
す
。

同
じ
よ
う
に
意
味
が
膨
張
し
て
い
る
言
葉
に
ア
ー
ト
と
デ
ザ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。
本
来
芸
術
の
訳
語
で
あ
る
は
ず

の
ア
ー
ト
は
、
い
ま
や
よ
り
広
い
意
味
で
「
ア
ー
ト
な
体
験
」
な
ど
と
使
わ
れ
ま
す
し
、
デ
ザ
イ
ン
は
形
あ
る
も
の
だ
け

で
な
く
、
社
会
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
使
わ
れ
る
場
合
が
増
え
て
い
ま
す
。
膨
張
す
る
ア
ー
ト
と
デ
ザ
イ
ン
に
対
し
て
、
工

芸
は
ど
う
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
く
の
か
。
作
品
を
前
に
し
な
が
ら
、
考
え
る
日
々
で
す
。

学芸員の眼

蓮田修吾郎

《鋳鋼モニュメント「ある都市空間へ」》

第7・8・9展示室　企画展

いしかわの工芸 文化の深み ～わざの美 表現の美～

11月8日（日）～12月20日（日）　会期中無休

主催／石川県立美術館　後援／北國新聞社
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「
加
賀
藩
の
美
術
工
芸
Ⅱ
」
で
は
、
国
宝
《
類る
い

聚
じ
ゅ
う

国こ
く

史し

》
か
ら

巻
一
六
五
と
巻
一
七
七
を
紹
介
し
ま
す
。

『
類
聚
国
史
』
と
は
、『
日
本
書
記
』『
続
日
本
紀
』
な
ど
奈
良

平
安
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
六
つ
の
史
書
、
通
称
「
六り
っ

国こ
く

史し

」
の

記
事
を
、
編
年
体
（
年
代
順
に
記
す
こ
と
）
で
は
な
く
、
内
容
に

よ
っ
て
分
類
編
集
し
た
書
物
で
す
。
編
者
は
菅
原
道
真
で
、

「
神じ
ん

祇ぎ

」「
帝
王
」「
後こ
う

宮き
ゅ
う」「
人
」「
歳
時
」「
音
楽
」
な
ど
十
六
部
が

今
日
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

巻
一
六
五
は
「
瑞ず
い

祥し
ょ
う」
部
の
上
に
あ
た
り
、
前
半
に
は
「
日
」

「
月
」「
星
」「
雲
」「
雨
」「
露
」「
雪
」
と
い
っ
た
天
候
に
関
す
る
記

載
が
並
び
ま
す
。
太
陽
の
ま
わ
り
に
か
さ
が
で
き
た
こ
と
、
太

陽
の
下
の
雲
が
ま
る
で
龍
の
よ
う
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
と
記

さ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
現
象
が
、
吉
祥
の
前
兆
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
後
半
に
は
「
鶏
」

「
雁
」「
鷹
」「
雀
」「
鷹
」
な
ど
の
鳥
が
、
い
つ
ど
こ
か
ら
献
上
さ

れ
た
か
を
記
し
ま
す
。
古
代
よ
り
鳥
類
は
め
で
た
い
献
上
品

と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

巻
一
七
七
は
「
仏ぶ
つ

道ど
う

」
部
の
四
に
あ
た
り
、「
仁に
ん
の
う
え

王
会
」「
御ご

斉さ
い

会え

」「
維ゆ
い

摩ま

会え

」
な
ど
法
会
の
記
述
が
続
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

法
会
は
国
家
安
泰
を
祈
願
す
る
う
え
で
、
欠
か
せ
な
い
行
事

で
し
た
。
例
え
ば
、
数
年
前
か
ら
流
行
り
出
し
た
疫
病
に
悩
む

貞
観
七
年
（
八
六
五
）
二
月
に
は
、
国
が
衰
弊
し
て
長
い
こ
と

か
ら
、
国
を
護
り
、
民
を
安
心
さ
せ
よ
う
と
般
若
経
を
講
ず
べ

く
仁
王
会
が
催
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
田
家
は
菅
原
道
真
を
家
祖
と
し
た
こ
と
か
ら
、
道
真
に

係
る
文
書
典
籍
の
収
集
に
励
み
ま
す
が
、
古
代
の
歴
史
書
か

ら
治
世
者
が
学
ぶ
べ
き
事
柄
も
多
か
っ
た
と
う
か
が
え
ま
す
。

《類聚国史》巻一六五

前田育徳会尊經閣文庫分館　特別陳列

加賀藩の美術工芸Ⅱ

11月19日（木）～12月20日（日）　会期中無休 

『
類
聚
国
史
』
を
は
じ
め
、
古
代
に
記
さ
れ
た
重
要
な
典
籍
は
、
書
き
写
さ
れ
な
が
ら
伝
わ
る
も
の
の
、
中
世
の
戦
乱

に
よ
っ
て
散
逸
し
ま
す
。
近
世
に
入
り
徳
川
家
康
や
吉
宗
は
写
本
の
探
索
を
行
い
、
幕
末
に
は
校
訂
『
類
聚
国
史
』
が
刊

行
さ
れ
ま
す
が
、
校
訂
に
あ
た
っ
て
は
、
よ
り
古
い
時
代
の
写
本
が
重
要
視
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
展
示
す
る
『
類
聚
国

史
』
は
、
写
本
の
中
で
も
も
っ
と
も
古
い
「
古
本
」
で
、
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
に
書
き
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

こ
れ
ら
を
前
田
綱
紀
が
入
手
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
不
明
で
す
が
、『
類
聚
国
史
』
は
公
家
で
あ
る
一
条
家
や
三
条

西
家
、
壬
生
家
に
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
十
四
～
六
世
紀
の
記
録
が
あ
り
、
綱
紀
は
自
ら
も
持
つ
に
ふ
さ
わ
し
い
「
由
緒
」

を
求
め
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
前
田
家
の
家
祖
を
道
真
と
す
る
な
ら
、
な
お
さ
ら
で
す
。

学芸員の眼
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六
か
月
順
延
し
て
の
開
催
で
す
。
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時

代
の
仏
教
美
術
の
装
飾
に
用
い
ら
れ
た
「
截
金
」
技
法
を
、
表
現

の
主
体
と
す
る
北
陸
ゆ
か
り
の
三
作
家
、
西
出
大
三
（
一
九
一
三

～
一
九
九
五
）
と
、
高
瀬
孝
信
（
一
九
三
一
～
二
〇
〇
一
）、
山
本
茜

（
一
九
七
七
～
）を
紹
介
し
ま
す
。

截
金
と
は
金
な
ど
の
箔
を
ご
く
細
か
い
方
形
や
、
髪
の
毛

よ
り
も
細
い
線
に
切
り
、
膠
に
か
わ

や
布ふ

海の

苔り

で
貼
り
付
け
て
、
光
り

輝
く
繊
細
な
文
様
を
構
成
す
る
技
法
で
す
。
仏
教
美
術
に
お

け
る
截
金
は
、
貴
族
社
会
の
終
焉
と
と
も
に
衰
退
し
、
京
都
の

本
願
寺
系
仏
画
師
の
間
に
技
法
が
継
承
さ
れ
ま
し
た
。

截
金
の
人
間
国
宝
三
名
は
い
ず
れ
も
故
人
で
、
齋
田
梅
亭

（
一
九
〇
〇
～
一
九
八
〇
）
と
江
里
佐
代
子
（
一
九
四
五
～

二
〇
〇
七
）
は
、
仏
教
美
術
の
截
金
師
で
も
あ
り
ま
す
。
対
し

て
西
出
大
三
だ
け
が
、
木
彫
と
古
美
術
の
修
復
を
学
ぶ
中
で

截
金
に
出
会
い
、
独
学
で
技
術
を
研
究
・
習
得
し
た
、
い
わ
ば

「
門
外
漢
」
か
ら
道
を
究
め
た
作
家
で
す
。

齋
田
の
高
弟
・
高
瀬
の
作
品
は
、
師
譲
り
の
端
正
な
截
金
装

飾
に
樹
脂
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
、上
か
ら
さ
ら
に
截
金
を
施
す

と
い
う
、
独
自
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
摩
擦
に
極
め
て

弱
い
截
金
を
、長
く
遺
す
た
め
に
考
え
抜
か
れ
た
技
法
で
す
。

江
里
に
師
事
し
た
山
本
は
、
截
金
の
脆
弱
さ
の
克
服
に
加

え
、
西
出
と
同
様
に
截
金
を
施
す
土
台
も
制
作
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
ガ
ラ
ス
の
中
に
截
金
を
封
じ
込
め
る
作
品
を

創
案
し
ま
し
た
。

截
金
と
い
う
技
法
に
魅
せ
ら
れ
、
技
術
を
究
め
た
三
作
家

に
よ
る
、
唯
一
無
二
の
作
品
世
界
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

高瀬孝信《截金飾箱　花の城閣》　砺波市美術館蔵

第5展示室【近現代工芸】　特別陳列

きらめく美 北陸ゆかりの截
きり

金
かね

作家たち

11月19日（木）～12月20日（日）　会期中無休

山本茜《源氏物語シリーズ 第三帖  空蝉》

出
品
作
家
の
う
ち
、現
在
も
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
山
本
茜
は
、ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
『
源
氏
物
語
』の
シ
リ
ー
ズ

を
制
作
し
て
い
ま
す
。
山
本
が
私
淑
す
る
西
出
大
三
も
ま
た
『
源
氏
物
語
』
を
テ
ー
マ
と
し
た
連
作
が
あ
り
ま
す
。
平
安

時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
仏
教
美
術
に
お
け
る
截
金
装
飾
が
最
盛
期
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、『
源
氏
物
語
』
と
截

金
は
、テ
ー
マ
と
し
て
の
親
和
性
が
高
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

今
回
は
同
シ
リ
ー
ズ
か
ら
《
紅
葉
賀
》
と
《
空
蝉
》
の
二
点
を
展
示
し
ま
す
。山
本
が
ガ
ラ
ス
成
形
技
術
を
学
ん
だ
、
富

山
ガ
ラ
ス
造
形
研
究
所
の
卒
業
制
作
が
《
紅
葉
賀
》
で
あ
り
、
截
金
ガ
ラ
ス
作
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
の
始
ま
り
の
作

品
で
す
。
対
し
て
《
空
蝉
》
は
昨
年
制
作
さ
れ
、
本
展
が
初
め
て
の
展
覧
会
出
品
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
の
変

化
を
お
楽
し
み
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
作
品
に
込
め
ら
れ
た
「
も
の
の
あ
は
れ
」
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

学芸員の眼
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第3展示室【近現代絵画】

人物画の世界
11月19日（木）～12月20日（日）　会期中無休

第2展示室【古美術】

石川の文化財Ⅱ
11月19日（木）～12月20日（日）　会期中無休

本
展
で
は
、
石
川
ゆ
か
り
の
日
本
画
家
、
洋
画
家
に
よ
る
人

物
画
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

日
本
画
か
ら
は
稲
元
実
の
《
季
節
は
終
わ
り
ぬ
》
を
紹
介
し

ま
す
。
稲
元
は
、
昭
和
二
十
一
年
七
尾
市
に
生
ま
れ
、
同
四
十

四
年
武
蔵
野
美
術
大
学
日
本
画
科
を
卒
業
後
、
加
藤
東
一
に

師
事
。
日
展
を
舞
台
に
活
躍
し
、
家
族
を
モ
デ
ル
と
し
た
私
小

説
的
な
作
品
世
界
を
展
開
し
ま
す
。
作
品
に
描
か
れ
る
の
は
、

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
に
座
る
少
年
と
、
そ
の
母
を
思
わ
せ
る
女

性
。
遊
園
地
に
母
子
と
い
え
ば
楽
し
げ
な
取
り
合
わ
せ
の
は

ず
で
す
が
、
女
性
は
う
つ
む
き
、
少
年
は
無
表
情
で
す
。
鑑
賞

者
は
こ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
取
り
合
わ
せ
に
物
語
を
予
感
し
、

稲
元
の
世
界
観
に
引
き
込
ま
れ
て
い
く
の
で
す
。

油
彩
画
か
ら
は
、
遠
田
運
雄
の
《
鑑
賞
家
》
を
紹
介
し
ま
す
。

遠
田
は
明
治
二
十
四
年
金
沢
市
に
生
ま
れ
、
東
京
美
術
学
校

西
洋
画
科
に
入
学
し
て
岡
田
三
郎
助
に
師
事
。
国
民
美
術
協

会
展
や
太
平
洋
画
会
展
に
入
選
し
、
終
戦
後
は
京
城
帝
国
大

学
に
講
師
と
し
て
勤
務
し
ま
す
。
大
正
十
五
年
帝
展
に
初
入

選
し
、
昭
和
四
年
に
渡
欧
。
同
五
年
に
は
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ

に
入
選
し
、同
二
十
五
年
に
は
日
展
審
査
委
員
長
に
就
任
し
ま

す
。
そ
の
後
は
金
沢
大
学
教
授
、
金
沢
美
術
工
芸
短
期
大
学
講

師
を
務
め
、
多
く
の
後
進
を
指
導
し
ま
し
た
。《
鑑
賞

家
》
か
ら
は
、
人
物
画
に
お
け
る
対
象
表
現
や
空
間
描

写
の
み
な
ら
ず
人
間
の
内
面
世
界
や
心
象
風
景
を
も

追
求
し
た
、遠
田
の
直
向
な
制
作
態
度
が
伺
え
ま
す
。

今
回
、
優
れ
た
人
物
画
作
品
の
数
々
か
ら
、
作
品
に

宿
る
世
界
観
や
時
代
性
、
さ
ら
に
は
時
代
を
超
え
た

人
間
描
写
の
普
遍
性
を
鑑
賞
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

文
化
財
は
我
が
国
の
長
い
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
、
は
ぐ
く

ま
れ
、
今
日
ま
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
貴
重
な
国
民
的
財

産
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
守
り
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、

今
を
生
き
る
私
た
ち
の
責
任
で
す
。
文
化
財
を
守
る
た
め
に

は
、
日
常
の
保
存
環
境
に
気
を
配
り
、
大
切
に
扱
う
こ
と
が
必

要
で
す
。

毎
年
十
一
月
一
日
か
ら
七
日
は
、「
文
化
財
保
護
協
調
週

間
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
川
県
立
美
術
館
で
は
、
こ
の
時
期
、
県
内
の
寺
社
や
個
人

か
ら
お
預
か
り
し
て
い
る
国
宝
・
重
要
文
化
財
な
ど
を
一
堂

に
展
示
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
年
に
一
度
、
公
開
す
る
こ

と
で
国
民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
文
化
財
へ
の
理
解
と

関
心
を
深
め
、
文
化
財
保
護
へ
の
一
層
の
協
力
を
お
願
い
す

る
目
的
で
開
催
す
る
も
の
で
す
。

文
化
財
で
は
美
術
品
に
目
が
行
き
が
ち
で
す
が
、
歴
史
的
な

価
値
を
持
つ
資
料
も
ま
た
重
要
で
す
。
第
二
期
で
は
金
沢
市
長

坂
の
大
乗
寺
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
寺
院
に
伝
わ
る
文
化
財

を
中
心
に
公
開
し
ま
す
。大
乗
寺
は
「
曹
洞
宗
第
二
の
本
山
」
と

も
称
さ
れ
て
お
り
、
初
め
て
永
平
寺
以
外
の
地
で
建
て
ら
れ
た

曹
洞
宗
寺
院
で
す
。
永
平
寺
三
世
の
徹
通
義
介
が
開
山
で
、
開

祖
道
元
ゆ
か
り
の
文
化
財
を
そ
の
時
も
た
ら
し
ま
し
た
。《
佛

果
碧
巖
破
撃
節
（
一
夜
碧
巖
集
）》
は
、
入に

っ

宋そ
う

し
て
い

た
道
元
が
帰
朝
に
際
し
て
、
白
山
権
現
の
助
力
を
得

て
、
一
夜
に
て
書
写
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
、

『
碧
巌
集
』の
古
型
を
伝
え
て
貴
重
な
も
の
で
す
。

本
展
で
は
ほ
か
に
も
金
蔵
寺
の
《
両
界
曼
荼
羅

図
》
、
如
来
寺
の
《
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
》
な
ど
、
石

川
の
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

遠田運雄《鑑賞家》 《佛果碧巖破撃節（一夜碧巖集）》
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11

月
３
日
（
火
・
祝
）
ま
で

・
第
六
十
七
回

日
本
伝
統
工
芸
展

金
沢
展

11

月
15

日
（
日
）
ま
で

・
特
別
陳
列

加
賀
藩
の
美
術
工
芸
Ⅰ　

【
前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館
】

・
石
川
の
文
化
財
Ⅰ　

【
古
美
術
】

・
優
品
選
Ⅱ　

【
近
現
代
工
芸
】

・
日
本
画
の
て
び
き　

技
法
、
趣
向
、
エ
ト
セ
ト
ラ　

【
近
現
代
絵
画
】

・
優
品
選　

【
近
現
代
絵
画
・
彫
刻
】

11
月
前
半
の
展
覧
会

11
月
の
行
事
予
定

■
土
曜
講
座

13
時
30
分
～
15
時

美
術
館
ホ
ー
ル

無
料

14
日
（
土
）

国
宝
《
色
絵
雉
香
炉
》
を
読
み
解
く

担
当
課
長

村
瀬
博
春

21
日
（
土
）

西
出
大
三
の
截
金
研
究

担
当
課
長

寺
川
和
子

■
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー

14
時
30
分
～
15
時
30
分

美
術
館
ホ
ー
ル

無
料

8
日
（
日
）

「
シ
リ
ー
ズ
北
陸
の
工
芸
作
家

石
川
の
匠
た
ち
　
即
是
色
　
人
間
国
宝
三
代
德
田
八
十
吉
」（
24
分
）

「
シ
リ
ー
ズ
北
陸
の
工
芸
作
家

石
川
の
匠
た
ち
　
土
火
の
祈
り

大
樋
焼
十
代
大
樋
長
左
衛
門
」（
23
分
）

■
0
才
か
ら
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
鑑
賞
会
オ
ン
ラ
イ
ン

各
日
①
10
～
11
時
、
②
14
～
15
時

無
料

20
日
（
金
）

23
日（
月
・
祝
）

今
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
当
館
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
「
キ
ッ
ズ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
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a
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/
jp

c
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/
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k
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第4・6展示室【近現代絵画・彫刻】

優品選
11月19日（木）～12月20日（日）　会期中無休

兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
も
め
っ
き
り
秋
が
深
ま
っ
て
き
ま

し
た
。
晩
秋
か
ら
初
冬
の
金
沢
は
、
ぜ
ひ
美
術
館
で
芸
術
に

浸
っ
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

四
季
の
変
化
が
豊
か
な
わ
が
国
で
は
、
テ
ー
マ
の
土
台
に

季
節
が
据
え
ら
れ
て
い
る
日
本
画
作
品
が
多
く
存
在
し
ま

す
。
そ
れ
も
盛
夏
や
真
冬
な
ど
季
節
の
ど
真
ん
中
よ
り
も
、
秋

か
ら
冬
へ
の
変
わ
り
目
や
、
春
の
兆
し
が
感
じ
ら
れ
る
頃
に

取
材
し
た
優
品
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
荒
木
弘
訓
《
野
》
に
描

か
れ
る
の
は
、
冬
枯
れ
の
野
に
二
頭
の
犬
。
厳
し
い
冬
の
到
来

を
予
感
さ
せ
ま
す
。

油
彩
画
か
ら
は
清
水
錬
徳
《
精
進
湖
富
士
》
を
紹
介
し
ま

す
。
清
水
は
明
治
三
十
七
年
小
松
市
に
生
ま
れ
、
西
洋
画
を
岡

田
三
郎
助
に
師
事
し
ま
す
。
白
日
会
展
な
ど
に
出
品
を
重
ね
、

昭
和
七
年
《
ニ
コ
ラ
イ
堂
を
望
む
》
で
独
立
展
に
初
入
選
し
て

以
降
、
同
展
を
舞
台
に
活
躍
し
ま
す
。
日
本
的
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス

ム
と
呼
ば
れ
る
、
主
観
的
な
自
然
観
賞
に
よ
る
風
景
描
写
に

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

彫
刻
か
ら
は
重
田
照
雄
《
時
の
流
れ
の
中
で
“
88

”
》
を
紹
介

し
ま
す
。
本
作
は
、
ア
ル
ミ
合
金
の
板
を
帯お

び

鋸の
こ
（
帯
状
の
か
た

ち
を
し
た
の
こ
ぎ
り
）
で
切
り
抜
い
た
本
体
に
、
プ
レ
ス
機
で

曲
げ
て
作
っ
た
パ
ー
ツ
を
ボ
ル
ト
で
取
り
つ
け
て
構
成
し
て

い
ま
す
。
ア
ル
ミ
板
の
か
た
ち
の
面
白
さ
に
加
え
、
リ
ズ
ミ
カ

ル
な
ボ
ル
ト
の
配
置
も
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

て
い
ま
す
。

素
描
・
版
画
で
は
、
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン

の
作
品
、横
尾
忠
則
の
《
T
a
r
z
a
n
Ⅰ
》、

木
版
画
の
作
品
、
畦
地
梅
太
郎
の
《
よ
ろ
こ

び
の
顔
》
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
法
を
生
か

し
た
、
色
彩
も
鮮
や
か
な
人
物
を
テ
ー
マ
と

し
た
作
品
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

重田照雄《時の流れの中で“88”》
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à la carte　No.50
アラカルト ただいま展示中

《道化》 どうけ 坂根克介　さかね・かつすけ

161.0cm×161.5cm 昭和20年（1945）～

昭和56年（1981）

日
本
で
は
、
特
に
近
世
以
降
「
見
立
て
」
と

い
う
表
現
が
多
用
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
入
れ

て
き
た
文
化
と
土
壌
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

竜
安
寺
の
石
庭
が
白
砂
を
雲
海
に
見
立
て
、

大
小
の
岩
で
山
や
禅
の
世
界
を
表
し
て
い
る

こ
と
は
周
知
の
通
り
で
す
。
も
っ
と
身
近
な

例
で
は
、
桜
の
花
び
ら
を
雪
に
見
立
て
た
「
桜

吹
雪
」
と
い
う
言
葉
も
「
見
立
て
」
の
う
ち
で

し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
西
洋
に
も
キ
リ
ス
ト
教

絵
画
の
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
（
持
物
）
に
見
ら
れ

る
比
喩
や
象
徴
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
「
見

立
て
」
に
は
遊
び
心
が
そ
の
根
っ
こ
に
あ
る

よ
う
で
す
。

さ
て
、
本
作
《
道
化
》
も
そ
の
姿
は
道
化
師

で
す
が
、
何
か
に
見
立
て
て
い
る
と
す
れ
ば

そ
れ
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
三
方
を
向
い
た

顔
と
印
象
的
な
細
長
い
腕
。
そ
の
姿
は
あ
の

《
阿
修
羅
像
》
を
見
立
て
て
い
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
一
つ
の
体
に
三
つ
の
顔
、
六
本
の
腕

を
持
つ
仏
像
ほ
ど
の
異
形
で
は
な
く
、
三
人

の
人
物
が
そ
れ
ぞ
れ
ポ
ー
ズ
を
取
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
よ
く
見
る
と
三
人
は
よ
く
似
た

顔
を
し
て
お
り
、
実
は
一
人
の
人
物
で
あ
る

と
の
見
方
も
で
き
ま
す
。
そ
し
て
正
面
の
リ

コ
ー
ダ
ー
を
吹
く
少
年
の
姿
は
輪
郭
を
失

い
、
あ
た
か
も
道
化
師
と
同
化
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
本
作
の
「
見
立

て
」
遊
び
か
ら
見
る
者
を

引
き
込
み
、
さ
ら
に
内
面

世
界
へ
と
誘
う
手
法
は

見
事
で
す
。

作
者
、
坂
根
克
介
は
昭

和
四
十
四
年
に
金
沢
美

術
工
芸
大
学
の
日
本
画

を
卒
業
し
、
西
山
英
雄
に

師
事
。
人
物
を
正
面
か
ら

と
ら
え
る
構
図
と
、
比
喩

や
ユ
ー
モ
ア
を
秘
め
た

人
間
性
に
迫
る
作
画
で

日
展
の
第
一
線
に
躍
り

出
ま
し
た
。
近
年
は
そ
こ

に
装
飾
性
を
加
え
た
表

現
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

前田育徳会
尊經閣文庫分館

第２展示室

令和3年1月4日（月）

～2月7日（日）

会期中無休
新春優品選 新春優品選

次回の展覧会

第３・４展示室 第５展示室 第６展示室 1F企画展示室

優品選

【近現代絵画・彫刻】

新春優品選

【近現代工芸】

書をあじわう

【近現代書】

花木にみる

日本美の心
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